




















































































































































































































( 乗車人数 /日 )
【小規模駅】 【中規模駅】 【大規模駅】 【巨大駅】


































































ヴォルフガング・シヴェルブシュ ; 加藤 二郎訳 『鉄道旅行の歴史―19 世紀におけ




























































































た日本は、満州鉄道の営業と植民地支配を開始した。瀋陽駅 (1910 年 )
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































イン /1992 年 ) は 1892 年に改修された２代目駅舎の保存・改修事例
である。旧プラットホーム部分に大規模なガラス屋根を設け、植物園
と一体化した待合室・カフェなどへと改修した。























































































































　「年末年始コース」「夏の 2 泊 3 日コース」など様々なコースが
設定され、数泊の旅において四季折々の景色や味覚を楽しむこと
ができる。また、観光地ではないが駅舎からの眺望が有名な「姨
捨駅」などに停車するコースもある。2 名１室で 30 万〜150 万円
程度。
「TRAIN SUITE 四季島」（JR 東日本 /2017 年）
第３章　近年の駅舎の動向






































B-02 さいたま新都心駅 鈴木エドワード2000 都市 大
B-03 竜王駅 安藤忠雄2008 地方 中
B-04 宝積寺駅 隈研吾2008 地方 中
B-05 日立駅 妹島和世2011 地方 大
E-01 渋谷駅 隈研吾2003 都市 巨大
E-02 日向市駅 内藤廣2008 地方 中
E-03 高知駅 内藤廣2008 地方 中
E-04 旭川駅 篠原修 /加藤源 /内藤廣2011 地方 中
E-05 高尾山口駅 隈研吾2015 都市 中
G-01 湯布院駅 磯崎新1990 地方 中
G-02 京都駅 原広司1997 都市 巨大
G-03 田沢湖駅 坂茂1997 地方 小
G-04 岩見沢駅 ワークヴィジョンズ2005 地方 中
G-05 知床斜里駅 川人洋志2007 地方 小
G-06 中村駅 nextstations2010 地方 小
G-07 上野毛駅 安藤忠雄2011 都市 大
G-08 三河田原駅 安藤忠雄2013 都市 中
G-09 糸魚川駅 安井建築設計事務所2014 地方 中
G-10 上州富岡駅 TNA2014 地方 小
G-11 女川駅 坂茂2015 地方 小
G-12 新白島駅 小嶋一浩 /赤松佳珠子2015 地方 中
G-13 高山駅 内藤廣2016 地方 中
G-14 熱海駅 クラインダイサムアーキテクツ2016 地方 大
G-15 戸越銀座駅 アトリエユニゾン2016 都市 中
U-01 大曲駅 横河健2000 都市 巨大
U-02 飯田橋駅 渡辺誠2000 都市 大
U-03 新高島駅 山下昌彦 /UG 都市建築2003 都市 中
U-04 馬車道駅 内藤廣2003 都市 大




U-05 元町中華街駅 伊東豊雄2003 都市
U-08 大江橋駅 安井建築設計事務所2008 都市
U-07 なにわ橋駅 安井建築設計事務所2008 都市


















U-01 U-02 U-03 U-04 U-05
U-06 U-07 U-08 U-09
G-02 G-03 G-04 G-05
G-06 G-07 G-08 G-09 G-10
G-11 G-12 G-13 G-14 G-15
E-02 E-03 E-05E-04
B-01 B-02 B-03 B-04 B-05
第４章　事例分析
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る。橋上駅、高架駅は 5 事例ずつと少数であり、特に橋上駅は 2011
年以降建築家による新築・改装は行われていない (図 9)。
③所在地　都市駅が 16 事例、地方駅が 18 事例である。都市地方関係
なく駅舎の改修・新築が行われている。






20% 40% 60% 80%
高架駅 地上駅 地下駅
巨大駅



















ンドマーク型】【建築型】の 4つに分類した (図 12）。
4-2　「主題」
























































































20% 40% 60% 100%
高架駅 (8)




























　事例から抽出した 64 の「参照要素」をその内容から [ 眺望 ][ 環境 ]
[ 産業 ][ 歴史 ][ 街並み ][ 人 ][ なし ]の 7種類に分類した (図 14)。
4-3　「参照要素」

















































　駅舎設計時に地域の要素を参考にせず行う [ なし ] が最多の 3 割を
占めた。[ 産業 ] が次に多く全体の 2 割を占める。地域の伝統工芸品
を参考とする場合、地場産材を参考にする場合の 2 タイプに大きく分
けられる。[ 歴史 ] は地域の歴史や、既存の歴史的な建築を参考にし
ている。[ 人 ] は利用者や市民のニーズを参考に設計を行うものであ






















(B-1) (B-3) (B-5) では駅舎周辺の山や海、川といった自然環境を参
照している。また、[ 眺望 ] と [ 街並み ] を合わせると全体の半分を
占めることがわかる。橋上駅は利用者の視点が高く周辺を見渡しやす





環境 産業 歴史 街並み 人 なし
20% 40% 60% 100%
橋上駅 (9)
60
高架駅　[ 産業 ] が 4 割を占め、(E-02) (E-04) (E-05) はどれも地域
の地場産材を参照している。高架駅は橋上駅と同じく利用者の視点が
高くなるが、[ 街並み ] を参照する事例はなく [ 眺望 ] も (E-04) の
みであり橋上駅と比較して視覚的な情報は重要視されていない。また




環境 産業 歴史 街並み 人 なし
20% 40% 60% 100%
高架駅 (10)
61
地上駅　全ての「参照要素」を網羅している。[なし ]と並んで [産業 ]
の割合が高く、その内容は全て地場産材を参照するものである。また
駅構造 4 種類中 [ 人 ] の割合が最多であることが特徴的であり、




環境 産業 歴史 街並み 人 なし
20% 40% 60% 100%
地上駅 (26)
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環境 産業 歴史 街並み 人 なし


























が高い割合を占め、その多くは地場産材であった。[ 街並み ][ 眺望 ]
といった視覚的な要素が多いことも特徴である。
自然 文化 都市
眺望 環境 産業 歴史 街並み 人










眺望 環境 産業 歴史 街並み 人



























眺望 環境 産業 歴史 街並み 人






































































































































16 26 7 2 8 5
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東京都 渋谷区 道玄坂所在地 副都心線など路線
